
 子どもたちの「あふれる笑顔 きらめく瞳」をめざして 

                 
 

玉小の教育 Vol.1 
今年度の玉小の教育について、お知らせします。これは全体像です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校区一貫教育校園 玉野市立玉小学校 学校だより第５号（令和６年５月１日） 

【学校教育目標】 

《何をするのか》 

ミッションを達成す

るために学校として目

指す方向です。 

「自分は自分でいい

んだ」と思える気持ち

や自分が立てた目標を

がんばる気持ちを育て

たいと考えます。 

その具体的な子ども

の姿が【めざす子ども

像】です。 

【ミッション】 

《何のために》 

ミッションとは、使

命や目的のことであり

私はこの２つだと思っ

ています。 

【学校経営方針】 

《どのようにするのか》 

【めざす子ども像】

の実現のために、《何

を重点に、どのように

するのか》を書いてい

ます。 

先日、保護者の皆様

にはＰＴＡ総会で、

「玉小学校ではキャリ

ア教育を基盤とした教

育活動を進める」とお

話ししました。 

そして、そのための

具体的な取組を書いて

います。 

具体的取組の①～⑤は

学校経営方針の①～⑤

にあたる取組です。 



今年度、何をする？① 
全体像（学校経営計画）を受けて、重点項目の２つについて説明します。 

  

 

 

 

 

 〇目標シート⇔振り返りシート（学期） 

  学期のはじめに目標シートを書き、終わりに振り返りシートを書きま 

す。（１年生は２学期より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              〇目標シート⇔振り返りシート（学校行事） 

               学期ごとの目標⇔振り返りと 

同じように学校行事でも目標と 

             振り返りを行います。まずは 

《何のためにするのか》を確認 

した上で目標づくりを行います。 

また取組が長期にわたるもの（運動会・学習発表会等）につ 

いては、取組途中に振り返りを行い、再度、目標づくりをしま 

す。これによって子ども達が【さらなる高み】を目指したり、 

【めあての具体化・焦点化】をしたりすることを期待しています。 

そして取組後に、子ども達自身が感じたことを玉小キャリアパワーで整理し、「成長のあと」

を実感できるようにしたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｐ【プラン】目標（めあて）・計画を立てる 
①１学期のおわりに、「どんな自分になっていたいか？」【学習】 
【生活】について考える。 

 ②そのためにどうするのか目標（めあて）を考える。 
 ③目標（めあて）ができるための具体的な行動を考える。 
    
    Ｄ（ドゥ） 

具体的な行動をやって

みる。（４月～） 

Ｃ（チェック） 

できたか、できなかっ

たかを振り返り、その

理由を考える。 

Ａ（アクション） 

改善方法を考えて、２

学期の目標につなげ

る。 

児童自ら、目標設定やそのための具体的な行動を考 

え、それを実践する等、今と将来をつなぐ取組を行い

ます。また活動前の目的の理解と活動後の振り返りを重視し、次の活動

に繋げるＰＤＣＡサイクルをまわす取組を行います。 

目標シート 振り返りシート 

１～４年生用 ５・６年生用 

取組のねらい 
〇「将来の自分は今の自分とつながっている」ので、目的を理解し、「なりたい自分（将来 

像）」を描いて、「そのために頑張る自分（今）」をつくることが大切だと考えます。そ 

してＰＤＣＡサイクルを何度も回し、具体的に考えることで、やることがはっきりして、 

できることが増えると考えます。 

〇「自分のことを自分で考え、自分で決めて、行動し、責任をもつ」という主体性を身につ 

けてほしいと考えます。現行学習指導要領では、「児童の主体的・対話的で深い学びの実 

現に向けた授業改善を行うこと。」と書いてあります。子ども達が主体的になるのは、「自 
分で選ぶ、自分で決める」「振り返りで自分の今の状況を知り、どのように進めていくの 
かを考える（学習を調整）」ことだそうです。授業はもちろん、生活でも主体性を向上さ 

せる取組は大切だと考えます。 

 

キャリアパワーは玉中学校区で統一して

います。 

キャリア教育 


